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   Phys., 139 , 224710.
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  32, 11063−11070.
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食品の製造・変質過程の熱的・弾性的評価

でんぷんの老化や，ゲルのネットワーク構造が形成するときに起きる熱変化や弾性率変化をリアルタイム
で測定することで食品中の構造変化をモニターし，食品の鮮度や品質などとの関係について追究する。
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